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L防 虫一耕一摩 節･12 班L-

-TheBhoto8enSitiye,.WやVelengthi_nHydroタsychqiifulPa･(A pr.eliLTIinチryrepoit)･LSy､liti
-I MoRI也 Rciko-A畠ANO. (Zoo-ogicalln如itutp,FilCu-tyofSoience･KyotoUniicrsity･) Recciycd

Aprll'll'-19･19/HoLyu･KagJku･12･'21-25･19･19.(WitllEllglish11!血 ･Lld'1,.0･･5)･
草 フヤマ トピケラの感光波長 '(後視)森 皇-

L Ⅰ 摺 .I

閲月卜 箱の閉域省謁を/起らせる電力は,新潟掛中魚沼

郡千手町にある迦愉省TEi-皆の記冠所から供給 .され てい

やoこの故冠取 去信濃川の水を引いて使っているのであ

ー るが,そこの汲水陵道あ壁面にシTI-トビ,,,ラ軍のy)虫が

･l:多故にu;t止し 流水を阻昏玩 電力を1批 くも低下さ

せているO粗造凍術研究塀はこの苦虫駆除準 あに屈 く

一国内の懸-Bに哩びかけたが,大枠臨湖斑験所も所長上野

' 益三博士以下こ?くわだてに参加することになったっ雛

老等は上野博士の依託を与rl･て'この笥虫の生態調琴の

⊥1.lBをうけもつことにな り'約1静事として号の成虫の

感光波長のmli定を試みてみた5行った出験は末だ完全な

-ものではないが捕 られた結果は駆匪K'堕 られる皆-!1,,

着.こ何らかの参考とな り縛ると思うので,とりあえず予

拙.'J勺に.liuL-･し′よ･')と一ul.う｡

. 研究にftlt々 D仙宜をあたえられた上野益三博士,物艶

一的ml1-/近:こあなり撞yc,て好志ある協J)を賜うた京大物理PFq-
′ ･

敦賀内凹押-/ifS(授及び上由正脚 )戯 安.こ艶鋤の忠を表し

＼､LI=い. ･L

.LL耳琵材 料 及び方法 ノ■llI
材料別物としてjl(祇大塔 tL.1'近にたくさん蝕んでいるギ

フy'マ トビ'}･.5'_iTy,lrop･Qy.･h:〟./ul和̀ を岨っII={これ

は被苫拙 匝 いるもタとはは類が迩うが,同じシマ トビii::ヨ

グラ準 に如 吉田 組 泌iB･な旭 日料と′して由 依田
博士や堪 ばれたもので率%/O-
感光波追ml.堤は原則と.して八木亘方法★を用いた;即

浅野静子 (京都大串理撃部動物申教室)2･1.4･11受付
/ ′

約2時間そのまま放置すると'眼の色素の位田は完全な

､暗道悪の状態となる*｡一そこで分光機に装置.L'10分間 `

辞光,終ると直ちにカルノア固定,型の通 り切片とするO

暗適悪のものを明析 (室内散光下)におくと･完全な明

･漣感の状態になるのに約30分を賓するO従って10分閑の .:

碍兄で!よ'.色素移動途中の状態がみられるものと考えて/
よかろう｡ ~

加 は舶 して.*1問のように瑚 LTfb/a.を計許すI
る｡各波長についての随用個体数は各 1々0個帖でむフLf=

ので,先づb/aの平均:iL'1:(Xyを決めをO次に完全精通

臆の似合のb/a?博 し可肇o_.e=4)を上'冒垂Xから引き･

.舟 こ各波長の光?ユネル声 の柑封紙 (")毎 故 ､̀

(1/F)､をかIjT.て結果を出すa
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ち微妙ア.ダチヒルガ--E2分)Y:機で･低監水銀ラyブを

華瀕とし'でく/クロ乾板上にスペク トルを籍し臥したも

のをTF.11知 り‖志すろ三朝料動物は早朝探袋し'その日の

9-11時のEH忙 上の-･;,は り悠tJt':袖と反帥 担 '了 ilビヤ

ゴムを過度にねったもので山休胸Lt'Tl.Sをt.iりつけ71'Oその ･

L-は ｡つける位fi,fti･和 記す班長の,,･EW i,ITの上にちっ?-,

複眼が泣TS:羊うに担滋 して決於 ㌻るUi.の際分流機の準

~L蚊の位冠には光線は斜めに くるからiこの点充分の考艦

しモ 顔 する｡.上記の波長をよ (単位 IPA,I546,･1315･405,
''tt30:El'Pltl･302･Je80,_265･･253･tの9夢で･他に33･王及I

び_,･97も試みi車 ;･鑑臨個体如 ;少い?で結桝 省略す

る｡､ざ;{こりように虫休をは りつけた乾板を暗執 こ入れ 1

*八木誠政 (1bil)'視限b感兇波長Blll鑑の新方法に就
_,てO･':動雑,-53.･･/85. / ､-

. ん､､. .8

第 l固 ′ギフシ マトビケラの卵'境遇 一

臆あ複眼切gE田 l

A-:鴨池願の目 ,B:明通艇の日
I--8及びb..･計測するべき長一き.

1:-虹彩包帯 (明暗rL粍ってこれが主 として移
動する)2:綱脱色第 3;韮碓脱 4:-'レyズ ーI
Lr,;糊脱細胞｡ .._i

白日ち (丈一o.cc･1)xl/lj で計算したTu'iを色索の川封移

動比と.L'これを以て和学憾 光度 (S)と考える.Qであ

る*+占 -･I

[-譲吉 果

､ 結果は坊空将のようになる'即ち 2SOnTFIを中心とし

て,'260-匂oomtAの間に棚封依光比のTf'.iい桝がある.TIT

*晴男中に1時間泣いても先金な晴迫腹の状掛 こなる

**E'e)位は東大柑理畢数名で蜂者等p､ために測定して
ti,た いゞたものを使ったqヽ
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第 2圏 ギフシマt.ピケヲの感光波長と棚対感光兜 J

s-:相対悠う'C兜

r
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統光相即の悠)ヒ斑は怖い-.

lV 要 約

･1･~ギ7シア トピケテク棚 ミの色
譲移動の皮を感光の比とみな

･して,′分光彬を用い畢色光を

: 複眼にあて壱感光腔をしらべ

､た.その際エネルギ一喝琴が

J 各軍色把にキフ寧 竺でそ
の補正をした｡

-2.'.260'11Ft附近をrFTJEIとして266

-300tnFt附近に京大感光点

､寮 あも.

:～. 同じ方法で八木て19･11)の貿

験 したこ化ウィガの感光波長

が 260-39･1血FA~(殺大3･10nlFA

. 附近)であるととに比べると,

や 短ゝい波長の方によってもく

ろ.･ ､ (1918'-Y･扇

Zli.sum;･ --･一･
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1. 1,hotosensibility o'(tllもcIL.1disfly,Tty'Em1'LWhdgVl"̀n.i,tOYario1.1… こO'､山 ID'蛇tio.liglLtBWas
･illY作tigittCdbyusing d̂am ･li17gcrl弓251-Cot,of"'01･C,t!I.elight10urCOOr､Yl･icl=msI.- urY I叫 ,･/
scl:Critlin5cctSIweretigl-tly占tickcd(biambiogtJLll) to.Cxposct11･htcIjllStOntlw ･<1･CCtm-1･･1tl(-S′of

J,･16,43;5'40t3'366'313'302'28,OI･265ande53-叩I'nnd･llln(lc･to･tdaptto.li一rk-1ぐ執 Twohours

hterthis51mtrill･phtcIVitllinseotgwasCXPOSCdtodi6Per:Cd】王glltnndnrLt･r10l▲､i"utc3tllCinseotS

一一､1,erefixedbycnrhly,8601ution',andcomro･Jndeyes､ycr66cctioned･ I):grcF80(-ll;grLltionofiris

1,igm cntswcrTC_re如 lcdlTalin】icLltingdegrccsorrehtivci,hotoコtnqibility (Fig.1). Ⅷrro占 wl-ioh./

"ighl･I"'占iltl',CdJbydirr打CnつcSin~radiantenergy･Dr,,'Llri3u- 10nO311T"lttiol帥 ･W叩 COrreCted･.

11ヽ

I 2･ Themnxilllum Phot9SenSibi,1ityoftlleCy丘 witつ(oulllb3tWee-lSG0-300.mplandespecially
i､hollt280'叩 (Fig,2)･ ､ 一､ ･Y---Tー

3･ ĉcordl'ngtotheworkurY滝i(19･11)whojl,;edthes･,"JICnletho,i.朋 OurE,tllCl･hotols->nsitivc

wZ､v elengthiǹoh7'Eotqlml加 13ullcriSgivenfrol√七80to3911llfl(theI,0.'itionof.IllaXiilunNf'ing
∫

foundTLbout3･10n)IL,Wlliclliq61iglltly
4II---

longertlliふ thntortLydrnt''syぐh.3g''/u読a.
､一-

(I,.31_より)

姉は欄剤の顎札には,ヰチy狩衣･皮の謬W力,JiI･(lid
･i_

にY.lナろ祇Yt'T<剛 と'-や チソの特殊吸粥が必51(である｡γ･

Bl=)とDI)Tとを皮脚にrl'lHした叫の7LU)の崖51亡は明

かに γ･13ⅠICのT,?J'い港涜額にJ:ろc.

叫 ブリの一一.-u ･p･･･ZlL-.n:LL "脚 ･･.-!-こBIIOの 願

仰 木の乳濁液を汁附した叩,M IOのLi,β,-及びq5%.･佳

作の代拙ik矧 よ;L波 人の港退ノ)が代いからである. γ･異

ノ肘 イの M.r･･1).は株TR.kg';,i.'1711-g,で作川し,α,13,8異

相 ′トでは85日g･のき捌a･でもiぴJJは代く不的性であった,

lll'1tzt.iJIOSitolと γ･IlfId とがJ･W t!内で反燃しあってI J

＼
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仰 け ると=･ふ.軸 くlo(101･'-')のIIITOのn･'FT3肘掛三関ノー＼

する197.m 1110Fitol巧切 から桁,T'剖 して'7-]】三川 の乳濁

)Y('' l▲-Ctlt･)'Ll.OEitDlのkgI;::.'17･"L･･及び弼:Kを｢那加二ゴキ
′■

ブ リに注射し'間物符の同Fr帥帆 に依って'.γ･IlfICの

舘性が減少するか否かをしらべたO ;.I(兎ilol_FJT_弼投fJ,償

､の 死 亡 率は低かったが,γ一頭 oJzk直 こos壬tol叶 IHt-:

Oの笹は死亡率 50% であり'享酌こ7-BfIO体重 kg箇

17Ⅰ咽･._と~m9tl.-inpsiro134nlg.-とを加えた時でも死亡 _一･

軸 %であったo とれほ … 叩 ?作卵 唾 fy/pIC!11-

;･10Eilul?作用と川仕tでないことを77,-している, -'

･(酒井清六)
∫
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